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論⽂などの研究成果の発表とその活⽤

Webを通じて、誰でも無料で、⾃由に、論⽂へ
アクセスできるようにするアクセスできるようにする

論⽂のオープンアクセス化が拡⼤論⽂のオ プンアクセス化が拡⼤
⇒ 学術情報が制約なく流通・⼊⼿可能

⇒ 学術研究の発展
⇒ 異分野の研究成果
⇒ 研究の幅の広がり

世界の国々の情報格差の解消
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⇒ 世界の国々の情報格差の解消



Q 研究者は必要なジャーナルは購読しているので、
オープンアクセスにするメリットは少ないのでは？

A. ジャーナルの購読料の⾼騰により、
ジャーナルが購読しにくくなっている

購読できない購読できない

機関リポジトリ等を通して、
世界図書館ネットーワークや同僚間で
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論⽂流通が必要な時代に（ー再び！）
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7
出典：内閣府

⾔葉の整理 ー OA，OD，OS
O A (OA) Open Access (OA)

‐ 例：オープンアクセスジャーナル、機関リポジトリ(Self archive)
‐ データリポジトリ、プレプリントサーバ(arXiv)、デ タリポジトリ、プレプリントサ バ(arXiv)、
‐ ファンドデータベース(PubMed, MEDLINE)

Open Data (OD) Open Data (OD)
‐ 例：Datacite.org（欧州発のデータリポジトリサービス）

 Open Science (OS)
より政策的な意味合いで

公的資⾦の研究成果は国⺠すべてに開⽰すべき（accountability) 公的資⾦の研究成果は国⺠すべてに開⽰すべき（accountability)
 公的研究投資が、後発や周辺分野の研究の参考になり、結果として研究の

効率が上がる、あるいは⺠活を促し、経済効果を⽣む(economy of 
science)science)

 ⻑期保存と利⽤ルール
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より多くの人が読め
るようになるので

Open Accessの実践シナリオ

論⽂・研究データ
（数値データ、イメー

結果を第三者
が利用

（数値デ タ、イメ
ジ、画像等）を

適切な著作権管理と が利用適切な著作権管理と
利⽤ルールの元で

引用が増える
（だろう）ネットで公開する

かかる費⽤は
⾃分・機関・学会・
国が負担または⽀援

ファンドの
条件に

9
国が負担または⽀援

1 オ プンアクセスジャ ナル

Open Accessで論⽂とデータを出版する⽅法
1. オープンアクセスジャーナル

著者または所属機関や外部資⾦による負担で無料公開
論⽂出版費 8万円 130万円 論⽂出版費 8万円〜130万円

 論⽂著作権 著者
論⽂利⽤権 制限なし ⺠活有料など 論⽂利⽤権 制限なし〜⺠活有料など

イブ ド2. ハイブリッドジャーナル
購読誌だが著者が追加料⾦を払う論⽂は無料公開

 論⽂出版費 10万円〜30万円
 論⽂著作権 著者、著者と出版社
 論⽂利⽤権 ⽬的により制限

10



3 機関リポジトリに登録（セルフア カイブ）

Open Accessで論⽂とデータを出版する⽅法
3. 機関リポジトリに登録（セルフアーカイブ）

所属機関の負担で無料公開
論⽂出版費 無料 論⽂出版費 無料

 論⽂著作権 著者、所属機関（職務著作規定）
論⽂利⽤権 制限なし ⺠活有料化など 論⽂利⽤権 制限なし〜⺠活有料化など
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研究とデータを役⽴つようにする Creative Common 
License

-著作者が、⾃分の著作物やデータの利⽤ルールを宣⾔する-
CC表⽰を組み合わせて利⽤-CC表⽰を組み合わせて利⽤

作品のクレジット
を表⽰する

営利⽬的で
利⽤をしない

元の作品を
改変しない

元の作品
と同じ表⽰ 利⽤ な改変 な
ライセンス
で公開
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研究とデータを役⽴つようにする Creative Common 
License

著作権利を 著作権利を著作権利を
主張

＝利⽤を限定

著作権利を
主張

しない商⽤はだめ

PhysicsChemistry Physics

Engineering

Chemistry
Life 

science

13Science, RSC, ACS STAM, AIP, APS

出版社・学会 機関リポジトリでのセ
ブ許諾

著作権/購読誌 著作権/OA誌

各社が公表する論⽂と参考資料の著作権⽅針 ＊詳しくはwebで
http://pubman.nims.go.jp/pubman/item/escidoc:1766185:4

Publishers ルフアーカイブ許諾

Self-archive policy

論文
Articles

補足資料
Suppl mater.

論文
Articles

補足資料
Suppl mater.

Copyright
Subscription/Hybrid model

Copyright
Open access model

In particular, about
a re-use data

IOP publisher publisher publisher publisher free to self-archive

AIP publisher author author author free to self-archive

APS publisher publisher publisher publisher free to self-archive

RSC th th th th
free to self-archive (after

RSC author author author author
(

12 months for non-

ACS publisher publisher and author publisher publisher and author

NPG
author (except for

i i d k )
author (except for

i i d k )
author (except for

i i d k )
author (except for

i i d k )
free to self-archive

commissioned works) commissioned works) commissioned works) commissioned works)

Springer publisher publisher author author free to self-archive

Elsevier publisher publisher author author free to self-archive

14Wiley publisher author (?) author author free to self-archive



Source: STATE OF THE COMMONS. https://stateof.creativecommons.org. 
Except where otherwise noted, content on this site is licensed under a Creative Commons Attribution 4.0 International license.
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世界のオ プンアクセス誌とCCライセンス状況世界のオープンアクセス誌とCCライセンス状況
10,489 OA誌

134 国134 国
20% CCライセンス適⽤

(Source: DOAJ)

Source: STATE OF THE COMMONS. https://stateof.creativecommons.org. 
Except where otherwise noted, content on this site is licensed under a Creative Commons Attribution 4.0 International license.
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Case study 1：論⽂もデータも出版社へ

データの著作権
論⽂の著作権は出版社に は出版社ごとに

異なる
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Case study 2：論⽂はジャーナル、
データは機関リポジトリに

データの著作権は
著者と所属機関に

論⽂の著作権は著者に
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Case study 3：出版論⽂をテキストマイニング
そこから新たな科学的な利⽤へ

特定分野のOA論⽂を論⽂ デ タを

BioMed Central

特定分野のOA論⽂を
XMLデータベース化300万規模の論文

論⽂・データを
ジャーナルから

テキストマイニング BioMed Central
（BMC）

Public Library Biomedical

テキストマイニング

Public Library 
of Science 
(PLoS)

Biomedical 
Natural Language 

Processing

ほかOA誌 BNLP (NIH)

各論⽂の著作権は ⾮商⽤ 学術⽬的
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Source: Negotiating a Text Mining License for Faculty Researchers
Leslie A. Williams, Lynne M Fox, Christophe Roeder, Lawrence Hunter

各論⽂の著作権は
著作者にある

⾮商⽤、学術⽬的
であっても別契約

Case study 3ʻ：出版論⽂をテキストマイニング
そこから新たな研究⼿法へ

特定分野の
OA含む関連論⽂を

論⽂・データを
ジャ ナルから OA含む関連論⽂を

XMLデータベース化関連論⽂の図表ジャーナルから
テキストマイニング

購読誌

M t i l
OA誌 Materials 

Informatics 
(JST等)

データベース
(JST等)

論⽂とデ タの著作権利が ⾮商⽤ 学術⽬的で
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論⽂とデータの著作権利が
ジャーナル毎に異なる

⾮商⽤、学術⽬的で
あっても個別契約



Case study 4：様々な利⽤場⾯や⺠活を想定して
サイエンスをオープンにサイ ンスをオ プンに

機関リポジトリ 研究コミュニティの 学会の機関リポジトリ 共用データベース データベース

JSTが運営するJapan Link Center
オールジャパン、オールサイエンス

教育資料 博⼠論⽂

DOIをつけて 利⽤促進を⽀援

 教育資料、博⼠論⽂
研究論⽂・データ

DOIをつけて、利⽤促進を⽀援

メタデ タ検索で XML取り出し化
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メタデータ検索で、XML取り出し化
新たな利活⽤を可能とする

⺠間利⽤

まとめ：明⽇への備え
1 論⽂投稿前に 論⽂ 論⽂の元デ タについて 著作1. 論⽂投稿前に、論⽂・論⽂の元データについて、著作

権利を譲渡するのか／保持するのか、データはどこに
保持するかを決める

2. 保持するとき（＝OA）、第三者の利⽤の範囲を決める
 ダウンロードで仲間共有だけ？
 誰でも？ そして改変/利⽤可？

3. 科研費の研究成果をOA公開しましたか？と問われた時
の答えを⽤意するの答えを⽤意する
 例：OA誌に出版、購読誌にOA設定をして出版、機

関リポジトリに登録
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関リポジトリに登録


